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謹んで新年の御挨拶を申し上げます。2025 年・令和７年の幕開け、３学期の始業、そして令和

６年度の締めくくりとして、今年もこの節目を大切にしてまいります。 
令和７年となりました。年の初めにあたりどんな目標を立てたでしょうか。目標達成

に向け我慢強く努力ができる年にしていけると良いですね。 

天竜中職員は、生徒のみなさんの目標実現に向け、全力でサポートしていきます。 

保護者、地域のみなさま、今後も本校の教育活動に御理解・御協力をいただきますよ

う、お願い申し上げます。 

始業式校長式辞（要旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

令和７年１月 9 日 

浜松市立天竜中学校 

 

今年の「干支（えと）」は乙（きのと）と巳（み）を組み合わせた「乙巳（きのとみ）」となります。 

「乙（きのと）」は、周囲と協調しながら自分の目標に向かって進む力、成長の力を表しているそうです。「巳」は、古来

から豊作や金運の神様として祀られることもあります。また蛇は脱皮のたびに表面の傷が治ることから生命力の象徴と

も言われています。巳年生まれの人は、粘り強い性格で目標に向かって努力を惜しまない性格、知恵があり物事を見

る目に優れているそうです。この２つの組合せである「乙巳（きのとみ）」の年は、これまでの努力が実を結び始める年だ

そうです。何事もすぐに成果が出なくても辛抱強く取り組むことで、最後には自分が望む結果に近づくことができる年。

2025 年、天竜中はきっと、これまでみんなで「やっちゃえ！天中」の精神で取り組んできたことが豊かに実を結び、さら

に飛躍する年になるはずです。 

さて、皆さんも知っているとおり去年 2024 年の能登半島は自然災害が立て続けに起こりました。元旦の突然の地

震。その傷も癒えぬうちに９月奥能登での豪雨。地震と豪雨により５００人以上の方が亡くなりました。今日は今年の元

旦の中日新聞の記事から、能登で頑張っている浜松市出身の一人の女性を紹介します。その女性は、小栗奈々さ

ん。能登半島にある輪島市で漆職人を目指して輪島漆芸（しつげい）技術研修所で学んでいます。 

現在、能登半島に住む人々が懸命に復興に取り組む中、小栗さんは今の気持ちをこう語っています。「いろんな人

が日々の生活を立て直そうと頑張っている。私は人助けのような大層なことはできないが、輪島に住む一人として復興

の様子を見届けたい。変化する街の様子を作品に落とし込み、いい作品を作れる職人になりたい。」 

私はこれを読んで、小栗さんは３つの壁を越えようとしている、と思いました。一つ目は「過去」の壁。地震や豪雨によ

り大切な人やものを失ったという悲しい「過去」。この「過去」の現実の壁の前で立ち止まっていては、小栗さんの技術は

向上しません。能登に住むすべての人々は、変えられない「過去」を乗り越え、前に進もうとしています。 

二つ目は「逆境」の壁。つらいとか苦しいとかという言葉で表すことができない、どうすることもできない「逆境」の壁。そ

んな逆境に立たされたことのない人間には想像もできないような高く険しい壁。でもこれを越えなければ、能登の復興も

ないし、小栗さんも作品は作れないのです。 

そして三つ目は「自分」の壁。災害の直後は、小栗さんも打ちのめされて今の自分が新しい作品を作れるなんて思え

なかったでしょう。能登半島に住む人々も明日の自分がどうなるかもわからない中で深い悲しみに包まれて、時が止ま

ってしまったようになったことでしょう。そうなってしまうのは当たり前なくらい、苦しい状況だったはずです。でも、多くの

人々が力を合わせ、自分で自分の限界を決めることなく、不可能を可能にしようと前に進んでいます。 

この３つの壁は、人が生きている中で必ず現れ、成長していくためには、必ず越えていかなければならない「壁」。これ

から目標や夢に向かって進もうとする皆さんの前にも、必ず３つの「壁」が現れると思います。 

壁の前で越えていこうと努力するか、あきらめて引き返してしまうか、それを決めるのは自分自身です。 

そして、壁を越えるための武器になるのがいつも言っている「天竜中キャリア教育が目指す４つの力」です。 

「関わる力」があれば、困難を乗り越えるためのアドバイスをしてくれる人が現れます。 

「見つめる力」があれば、自分のよさや弱点をしっかりと見極めることができます。 

「追究する力」があれば、壁を乗り越えるための課題を解決する方法が見つかります。 

「見通す力」があれば、高い壁を乗り越えるまでの道のりで何をすればよいかを考えることができます。 

２学期の終業式では、自分の頭で考えること、意志の力で生活や感情をコントロールすることに取り組んでほしいと話

をしました。今年度の仕上げとなる３学期、今の自分がやるべきことをしっかりと考え、自分の意志で生活や感情をコント

ロールし、うまくいかなかった「過去」を、今苦しんでいる「逆境」を、すぐに限界を決めてしまう今の「自分」を越えて、前

進してほしいと思います。 



避難訓練 

今年度３回目の避難訓練を実施しました。防災分団のメンバーたちと集まり、普段、登下校して

いるルート上に、どんな危険があるのか情報共有を行いました。また自分がいる場所や状況に合わ

せ、どう身を守るのかを考えました。 

話し合い活動の途中で訓練地震が発生すると、放送での指示が終わる前に、素早く、静かに自分

の身を守る行動に移すことができていました。 

地震は、いつ起きるかわかりません。予測していないことも起こりうる可能性が大いにあります。 

自分の命を守るために防災の意識を高めておきましょう。御家庭でも一度、話をしてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会・コンクール・コンテスト結果 

 

 

 

１月 ７日（火） 始業式 

１月 ８日（水） 給食開始 防災訓練 

１月 ９日（木） １・２年県学力調査  

３年実力テスト 

１月１０日（金） 専門委員会 

１月１６日（木） こころの日 

１月１７日（金） 読み聞かせ（８・９組） 

１月２０日（月） 学級運営委員会 

１月２０日（月）～２４日（金） 資源物回収 

１月２９日（水） 新入生説明会 午後カット 

部活再登校 
 

２月 ３日（月） 朝会 

２月 ４日（火） 私立高校入試 

２月 ５日（水） 私立高校入試 

２月 ７日（金） 昼休み読み聞かせ 

２月１３日（木） 校内テスト 

２月１４日（金） 私立合格発表 

２月１８日（火） こころの日 

２月２０日（木） 専門委員会 

         

３月５日（水）・３月６日（木）   

公立高校入学者選抜 

サッカー  １年生大会 グループトーナメント決勝 1-1 入野 （PK6-5）県大会出場 

男子卓球  新人戦県大会 個人戦 村越奏太 ３回戦敗退 

女子ソフトテニス  ドームカップミズノ東海ジュニア選抜テニス大会 団体戦 

0-3 三重高クラブ  1-2 佐屋 予選リーグ敗退 

吹奏楽 

管打楽器アンサンブルコンテスト 西部地区大会 

 フルート三重奏（橋詰、富田、小林）金賞 県大会出場 

 金管八重奏（池谷、須賀、佐藤、屋木、疋田、太田、松波、杉浦）銀賞 

   クラリネット四重奏（石原、大澄、飯田、金原）銀賞 

県席書コンクール 

内田莉紗 優秀賞 
十湖賞俳句大会 

鈴井祐飛 特選  伊藤沙耶・菖蒲こころ 佳作  秀島拓弥 奨励賞 


